
9,310,000円 ＋ 7,200,000円 ×

農業経営改善計画の所得⽔準の算出⽅法（法⼈の場合）

○ 具体的な計算式は、以下のとおり。

※農業・関連事業等に従事する役員の⼈数が２名の場合
所得⽔準の算出例

税引前当期純利益
6,310,000円

＝6,201,517円
【主たる従事者の１⼈当たりの所得】

損益計算書・及び⼀般管理費内訳書からの所得⽔準の算出⽅法（例）

税引前当期純利益
（※準備⾦繰⼊額－準備⾦戻⼊額を加える。）

農業・関連事業等の売上⾼

総売上⾼
主たる従事者の
１⼈当たりの所得⽬標 =

農業・関連事業等に従事する役員の⼈数

農業・関連事業等の売上⾼
151,000,000円

総売上⾼
201,000,000円

２名

法⼈の役員報酬
7,200,000円

151,000,000円

201,000,000円

準備⾦繰⼊額－
準備⾦戻⼊額
（3,000,000円)
を加える。

＋ 法⼈の役員報酬 ×

※準備⾦とは、農業経営基盤強化準備⾦をいいます。

（自　平成29年４月１日　至　平成30年３月31日）

（単位：円）

金額

345,000

広告宣伝費 235,000

販売促進費 40,000

7,200,000

給与 4,520,000

：

：

販売費及び一般管理費合計

：

役員報酬

販売費及び一般管理費内訳書

：

科目

旅費交通費

農業・関連事業等の売上⾼ 151,000,000
売上⾼合計 201,000,000

① 営業利益（損失） ▲ 19,000,000
② 営業外利益 28,520,000
③ 営業外費⽤ 800,000

⑤ 特別利益 600,000
⑥ 特別損失 3,010,000

⑧ 役員報酬 7,200,000

8,720,000

⑦ 税引前当期純利益
（④＋⑤－⑥） 6,310,000

④ 経常利益
（①＋②－③）

（単位：円）

金額

【売上高】

90,000,000

30,000,000

30,000,000

1,000,000

50,000,000

売上高合計 201,000,000

【売上原価】

17,000,000

177,000,000

194,000,000

期末材料棚卸高 11,000,000

売上原価 183,000,000

売上総利益 18,000,000

【販売費及び一般管理費】

37,000,000

▲ 19,000,000

【営業外利益】

受取利息 10,000

受取配当 10,000

作付助成金 1,500,000

雑収入 27,000,000

営業外利益合計 28,520,000

【営業外費用】

800,000

営業外費用合計 800,000

8,720,000

【特別利益】

　 固定資産売却益 100,000

500,000

農業経営基盤強化準備金戻入

600,000

【特別損失】

　 固定資産除却費 10,000

3,000,000

3,010,000

：

経営安定補填収入

価格補填収入

売上高（除雪）

売上高（餅、クレープ他）

売上高（農作業等）

売上高（米穀）

期首棚卸高

当期製品製造原価

合　　　　　　　　　計

販売費及び一般管理費

営業利益

：

経常利益

損益計算書

支払利息

科目

農業経営基盤強化準備金繰入

（自　令和○○年11月１日　至　令和○○年10月31日）

特別利益合計

特別損失合計 11



法人の農業所得計算

全体の農業所得計算式

主たる従事者の農業所得計算式

科目 金額 目標 計算式 全体の農業所得

① 売上高（農業・関連事業）合計

② 売上高総合計（農業以外の収入） 現状 農業所得（現状）

A 売上原価の合計 + × ＝ 円

B 販売費および一般管理費の合計 ⑩ ①/② ↑⑬

③ 営業利益（損失） ②－A－B 目標 農業所得（目標）

④ 営業外利益合計 + × ＝ 円

⑤ 営業外費用合計

⑥ 経常利益 ③+④－⑤ 農業従事役員一人当たりの農業所得

⑦ 特別利益合計 現状

⑧ 特別損失合計 ÷ ＝ 円

⑨ 税引前当期純利益 ⑥+⑦－⑧ ↑農業従事役員数

⑩ 一般管理費のうち、役員報酬 目標

⑪ 農業経営基盤強化準備金繰入 ÷ ＝ 円

⑫ 農業経営基盤強化準備金戻入

⑨+（⑪－⑫）

（　税引前当期純利益　+　法人の役員報酬　）　×　農業・関連事業等の売上高/総売上高

全体の農業所得計算式　÷　農業・関連事業に従事する役員の人数

一人当たり農業所得（現状）

一人当たり農業所得（目標）

⑬


